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福
生
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
運
営
す
る
生
活
介
護

事
業
所
れ
ん
げ
園
（
福
生

市
南
田
園
）が
10
月
13
日
、

ダ
イ
ハ
ツ
シ
ョ
ッ
プ
福
生

田
園
（
同
市
北
田
園
）
の

大
創
業
祭
に
模
擬
店
を
出

店
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品

の
ク
ッ
キ
ー
や
布
小
物
を

販
売
し
、
地
域
と
交
流
し

た
。

　

同
園
は
、
知
的
障
害
を

持
つ
人
の
生
活
の
改
善
、

機
能
の
維
持
向
上
等
を
目

的
に
、機
能
訓
練
や
創
作
、

に
開
催
さ
れ
る
「
ふ
く
ふ

く
ま
つ
り
」
や
７
月
の
福

生
七
夕
ま
つ
り
で
販
売
さ

れ
る
。

　

同
祭
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

形
の
ク
ッ
キ
ー
、サ
イ
フ
、

小
物
入
れ
、
バ
ッ
グ
な
ど

の
布
小
物
を
販
売
し
た
。

「
素
晴
ら
し
い
ね
」
と
言

っ
て
手
に
取
り
、
買
い
求

め
る
人
も
あ
っ
た
。

　

会
場
に
は
同
社
の
顧
客

を
中
心
に
地
域
住
民
ら
が

訪
れ
、
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会

や
模
擬
店
、
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
グ
ル
メ
を
楽
し
ん
だ
。

軽
自
動
車
５
０
０
円
、
普

通
車
１
０
０
０
円
で
行
う

オ
イ
ル
交
換
も
喜
ば
れ
、

交
換
の
売
上
全
額
が
地
域

の
社
会
福
祉
協
議
会
に
贈

ら
れ
る
。

　

同
市
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
次
長
の
上
村
純
也

さ
ん
は
「
出
店
の
誘
い
を

も
ら
い
あ
り
が
た
く
参
加

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
出
店

す
る
こ
と
で
、
地
域
と
の

交
流
が
進
み
、
園
の
活
動

へ
の
理
解
が
進
む
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」と
話
し
た
。

　
地
域
の
話
題
や
課
題
、

身
近
な
出
来
事
、
活
性
化

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
な

ど
の
情
報
を
提
供
く
だ
さ

い
。
取
材
に
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
掲
載
広
告
を
随
時

募
集
し
ま
す
。

　
「
街
プ
レ
」
は
発
行
部

数
5
万
部
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
展
開

や
姉
妹
メ
デ
ィ
ア
の
西
多

摩
経
済
新
聞
を
含
め
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
に
ニ
ュ
ー

ス
を
届
け
て
い
ま
す
。
連

絡
は
０
９
０（
８
４
６
０
）

９
６
８
８
編
集
部
・
岡
村

ま
で
。

情
報
提
供
、
掲
載
広
告
募
集

場
を
指
揮
し
た
相
良
未

来
さ
ん
は
「
2
日
間
で

２
０
０
０
食
を
用
意
し

た
。
部
員
も
延
べ
60
人
が

参
加
し
、
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
す
」と
話
す
。

　

ま
つ
り
は
、
市
民
と
商

工
業
、
農
業
、
行
政
が
連

携
し
、「
住
む
・
働
く
・

楽
し
む
」
を
充
実
さ
せ
て

い
こ
う
と
の
目
的
を
持

つ
。
多
摩
地
域
屈
指
の
工

業
団
地
が
あ
る
街
ら
し
く

さ
ま
ざ
ま
な
技
術
・
製
品

が
展
示
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ

で
は
市
民
が
繰
出
す
歌
や

ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
た
。

余
暇
活
動
な

ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
。

現
在
、
16
人

が
通
所
し
て

い
る
。

　

利
用
者
の

自
立
と
社
会

参
加
、
福
祉

の
増
進
に
つ

な
が
る
創
作

活
動
で
は
、

職
員
と
共
に

ク
ッ
キ
ー
や

布
小
物
を
作

っ
て
い
る
。

製
品
は
12
月

　

シ
ク
ラ
メ
ン
の
生
産
量

が
都
内
随
一
を
誇
る
瑞
穂

町
で
10
月
22
日
、
原
種
シ

ク
ラ
メ
ン
の
植
え
付
け
が

行
わ
れ
た
。「
み
ず
ほ
エ

コ
パ
ー
ク
」（
同
町
箱
根

ヶ
崎
）
に
生
産
者
や
町
職

員
、
Ｊ
Ａ
に
し
た
ま
、
西

多
摩
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
の
職
員
ら
が
参
加
、

４
２
０
０
株
を
植
え
た
＝

写
真
。

　
「
原
種
シ
ク
ラ
メ
ン
を

公
園
内
で
群
生
さ
せ
、
町

に
新
た
な
名
所
を
つ
く
り

た
い
」
と
い
う
生
産
者

の
発
案
に
よ
り
植
栽
は

２
０
２
０
年
秋
に
始
ま
っ

た
。

　

今
年
は
お
よ
そ
30
平
方

メ
ー
ト
ル
の
植
栽
地
に
、

と
も
に
欧
州
原
産
の
「
ヘ

デ
リ
フ
ォ
リ
ウ
ム
」、「
コ

ウ
ム
」
の
ほ
か
、
初
め
て

中
近
東
・
地
中
海
原
産
の

「
ペ
ル
シ
カ
ム
」
を
植
え

た
。
植
栽
エ
リ
ア
は
年
々

広
が
っ
て
お
り
、
誰
も
が

自
由
に
見
学
で
き
る
。

　

10
月
下
旬
に
は
昨
年
植

え
た
花
弁
に
突
起
が
あ
る

「
ヘ
デ
リ
フ
ォ
リ
ウ
ム
」

が
開
花
を
迎
え
、
可
憐
な

花
を
付
け
た
。
冬
に
な
る

と
「
コ
ウ
ム
」
が
、
春
先

に
は
「
ペ
ル
シ
カ
ム
」
が

開
花
を
迎
え
る
。

　

同
Ｊ
Ａ
の
坂
本
茉
美
さ

ん
は
「
こ
れ
だ
け
大
き
な

規
模
で
植
栽
さ
れ
た
原
種

シ
ク
ラ
メ
ン
を
見
ら
れ
る

場
所
は
珍
し
い
。
パ
ー
ク

を
訪
れ
た
際
は
立
ち
寄
っ

て
見
て
ほ
し
い
」と
話
す
。

「みずほエコパーク」の新名所

原
種
シ
ク
ラ
メ
ン
　
植
栽
広
が
る

福生のれんげ園　ダイハツ創業祭で模擬店

　「
は
む
ら
市
民
と
産
業

の
ま
つ
り
２
０
２
４
」
が

11
月
2
日
・
3
日
、
Ｓ
＆

Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
富
士

見
（
羽
村
市
緑
ケ
丘
）
で

開
催
さ
れ
、
多
く
の
市
民

で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

新
鮮
野
菜
の
即
売
や
、

地
元
グ
ル
メ
の
出
店
が
軒

を
並
べ
る
中
、
来
場
者
の

胃
袋
を
つ
か
ん
だ
の
が
羽

村
市
商
工
会
青
年
部
の
焼

き
そ
ば
。
代
々
の
部
員
た

ち
が
守
っ
て
き
た
30
年
以

上
続
く
伝
統
の
味
だ
。

　

肉
や
野
菜
を
い
っ
ぱ
い

入
れ
、
１
度
に
50
人
前
を

ぶ
厚
い
鉄
板
、
強
い
火

力
で
焼
き
上
げ
る
か
ら

旨
い
＝
写
真
。

１
３
０
㌢
×
80

㌢
の
特
注
の
鉄

板
も
火
力
の
強

い
ガ
ス
も
部
員

の
業
者
か
ら
調

達
し
た
。
大
盛

で
1
パ
ッ
ク

５
０
０
円
。

　

焼
き
そ
ば
委

員
会
の
副
委
員

長
で
2
日
の
現

来場者の胃袋つかむ
羽村市商工会青年部　伝統の焼きそば
大きな鉄板で豪快に 1度に 50人前

まつりを盛り上げた羽村市商工会青年部の皆さん
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
の
ク
ッ
キ
ー
や
布
小
物

を
販
売
し
、
地
域
と
交
流

　
本
書
を
千
葉
卓
三
郎
顕

彰
の
紙
碑
と
し
た
い
―
―

羽
村
市
を
中
心
に
活
動
す

る
タ
ク
ロ
ン
・
チ
ー
バ
ー

普
及
協
会
の
思
い
が
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
八

王
子
市
在
住
の
岡
村
繁
雄

さ
ん
の
『
卓
論
伝　

千
葉

千葉卓三郎の偉業を顕彰
タ
ク
ロ
ン
・
チ
ー
バ
ー
普
及
協
会

小
説
『
卓
論
伝
』
を
出
版

卓
三
郎
と
五
日
市
憲
法
』

で
あ
る
。

　

背
景
に
は
、
こ
の
と
こ

ろ
続
く
著
名
人
の
〝
墓
じ

ま
い
〟
が
あ
る
。
出
身
地

に
近
い
仙
台
市
内
の
名

刹
・
資
福
寺
に
あ
っ
た
千

葉
の
墓
所
も
同
様
で
、
か

た
わ
ら
に
建
て
ら
れ
て
い

た
墓
を
し
め
す
標
柱
も
撤

去
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は

地
元
紙
の
『
河
北
新
報
』

な
ど
で
も
大
き
く
伝
え
ら

れ
て
い
た
。

　

同
会
の
羽
村
幸
子
さ
ん

も
そ
れ
を
知
人
か
ら
聞

く
。「
残
念
に
は
思
っ
て

い
た
も
の
の
こ
れ
ば
か
り

は
致
し
方
な
い
こ
と
」
と

し
な
が
ら
も
、
何
か
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
、

仲
間
の
関
美
智
子
さ
ん
と

考
え
た
結
果
が
今
回
の
出

版
だ
。

　

岡
村
さ
ん
は
「
卓
三
郎

の
人
権
意
識
と
反
骨
精
神

は
刮
目
す
べ
き
。
10
年
前

の
作
品
が
、
仙
台
市
の
出

版
社
・
荒あ
ら
え
み
し

蝦
夷
か
ら
復
刊

で
き
た
こ
と
は
う
れ
し

い
。
羽
村
さ
ん
た
ち
の
情

報
発
信
の
一
助
に
な
れ

ば
、
何
よ
り
の
恩
返
し
」

と
話
す
。

　

書
籍
の
購
入
は
、
Ａ

ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
か
タ
ク
ロ

ン
・
チ
ー
バ
ー
普
及
協

会
（
担
当
・
関
０
９
０
‐

６
５
４
７
‐
２
２
９
１
）

ま
で
。

地域との交流、理解を願って


